
た
こ
と
、
ま
た
住
民
の
生
活
環
境
改

善
に
対
す
る
主
体
的
・
自
主
的
な
取

組
み
に
対
し
て
十
分
な
情
報
の
提
供

が
必
要
な
こ
と
な
ど
情
報
そ
の
も
の

の
価
値
を
問
い
直
し
七
い
ま
す
。

　
第
二
章
は
、
神
戸
市
企
画
局
主
幹

で
あ
る
高
寄
昇
三
氏
に
よ
る
「
情
報

公
開
と
自
治
体
の
対
応
」
で
す
。
こ

こ
で
は
、
全
国
自
治
体
の
情
報
公
開

の
取
組
み
と
検
討
課
題
を
先
進
県
の

研
究
報
告
書
や
訴
訟
等
を
も
と
心
分

析
し
た
も
の
で
、
職
員
の
経
験
を
踏

ま
え
た
問
題
点
の
指
摘
な
ど
を
行
い

制
度
化
に
お
け
る
要
点
を
ま
と
め
、

こ
の
章
を
読
む
だ
け
で
も
基
礎
的
な

知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。
は
じ
め
に
情

報
公
開
の
効
用
及
び
基
本
的
認
識
を

述
べ
、
阻
害
要
因
に
つ
い
て
も
分
析

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
制
度
化
を

進
め
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
主
な
も
の
は
、

○
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
…
…
保
護

　
条
例
の
制
定
や
行
政
デ
ー
タ
の
運

　
営
・
利
用
に
あ
た
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

　
機
能
な
ど
の
必
要
性
。

○
適
用
除
外
事
項
…
…
公
開
を
原
則

　
と
し
、
除
外
事
項
を
必
要
最
小
限

　
と
す
る
が
、
守
秘
義
務
と
の
関
連

　
で
は
制
度
化
に
よ
り
守
秘
義
務
の

　
判
断
が
解
消
さ
れ
る
。

○
機
関
委
任
事
務
…
…
そ
の
実
態
が

　
団
休
委
任
事
務
に
近
い
な
ど
、
大

　
半
の
文
書
は
自
治
体
の
純
地
方
的

　
事
項
と
し
て
処
理
可
能
。

Ｏ
救
済
機
関
…
…
法
律
に
明
ら
か
に

　
違
反
し
な
い
限
度
で
、
審
査
・
命

　
令
権
を
持
っ
た
付
属
機
関
設
置
の

　
組
織
編
成
権
は
団
体
自
治
の
裁
量

　
権
の
範
囲
内
で
、
第
三
者
救
済
機

　
関
は
設
置
可
能
と
の
解
釈
。

　
最
後
に
実
務
ペ
ー
ス
の
課
題
と
し

て
情
報
公
開
化
の
キ
メ
手
を
握
っ
て

い
る
の
は
、
文
書
の
整
理
・
保
管
・

公
開
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
こ
れ
に
係

る
コ
ス
ト
も
事
務
効
率
化
に
よ
る
コ

ス
ト
と
相
殺
さ
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
第
三
章
は
、
秋
山
幹
男
氏
に
よ
る

　
「
住
民
と
情
報
公
開
」
で
す
。
消
費

者
運
動
や
環
境
保
護
運
動
な
ど
市
民

・
住
民
運
動
の
実
践
に
基
づ
く
情
報

公
開
制
度
の
必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　
第
四
章
は
、
今
橋
盛
勝
氏
に
よ
る

　
「
情
報
公
開
条
例
を
め
ぐ
る
法
律
問

題
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
第
一
章
か

ら
三
章
の
ま
と
め
と
し
て
、
「
住
民

の
知
る
権
利
」
「
公
務
員
の
守
秘
義

務
」
「
機
関
委
任
事
務
」
「
行
政
救

済
」
な
ど
に
つ
い
て
法
的
解
釈
に
よ

る
究
明
と
社
会
学
的
分
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
「
行
政
救
済
」
で

は
、
行
政
訴
訟
制
度
・
国
家
賠
償
な

ど
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
現
行
救
済
制
度
に
も
言
及

し
て
い
ま
す
。

　
情
報
公
開
に
関
す
る
文
献
は
こ
こ

数
年
か
な
り
の
数
に
の
ば
り
、
自
治

体
で
も
独
自
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
欧
米
先
進
国

の
法
令
を
参
考
に
し
た
も
の
が
か
な

り
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
最

近
の
研
究
の
広
が
り
は
我
が
国
独
自

の
情
報
公
開
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

本
書
は
、
情
報
公
開
に
関
す
る
検
討

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
大
成
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
情
報
公
開
を
学
ぶ

人
に
と
っ
て
入
門
書
と
な
り
、
ま

た
、
既
に
検
討
中
の
人
に
と
っ
て

は
、
専
門
書
と
し
て
も
活
用
で
き
る

も
の
で
す
。

〈
企
画
財
政
局
企
画
調
整
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神
奈
川
県
で
は
五
十
七
年
度
中
に

情
報
公
開
条
例
を
制
定
し
五
十
八
年

度
実
施
を
目
ざ
し
て
「
情
報
公
開
推

進
懇
話
会
」
の
審
議
な
ど
急
ピ
ッ
チ

で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
都
道
府
県
で
も
情
報
公
開
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
動
き
の
中
で
、
山
形
県
金
山
町
で

は
今
年
四
月
一
日
か
ら
我
が
国
で
初

め
て
の
公
文
書
公
開
条
例
が
施
行
さ

れ
、
国
で
も
機
関
委
任
事
務
の
取
扱

い
に
つ
い
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す

な
ど
情
報
公
開
に
対
す
る
社
会
的
関

心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
五

年
九
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
情
報
提
供
の
現
状
に
関
す

る
調
査
や
文
書
保
存
量
調
査
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
、
今
年
度
に
は
、

情
報
公
開
準
備
担
当
が
設
置
さ
れ
、

外
部
検
討
組
織
や
全
庁
的
な
内
部
検

討
組
織
を
設
置
す
る
な
ど
本
格
的
な

検
討
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
書
「
自
治
体
の
情
報
公
開
」

は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ま
さ

に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
得
た
手
引
書
と
な

る
も
の
で
す
。
内
容
は
四
つ
の
章
か

ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
者
が
分
担

し
て
い
ま
す
が
、
本
書
を
通
し
た
考

え
方
は
、
『
知
る
権
利
』
が
憲
法
上

の
原
理
的
な
権
利
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
第
一
章
は
、
帯
刀
治
氏
に
よ
る

「
地
域
社
会
の
変
動
と
情
報
公
開
」

で
す
。
こ
こ
で
は
、
情
報
公
開
を
必

要
と
し
、
そ
れ
を
生
み
出
す
日
本
社

会
・
地
域
社
会
の
構
造
的
変
動
を
分

析
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
行
政
自
身

も
的
確
な
現
状
認
識
だ
ど
の
情
報
を

把
握
で
き
な
い
た
め
に
対
応
が
遅
れ
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